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近年、中国では急速に高齢化が進んでおり、なかでも上海市は中国初の高齢社会とみなされ、
2010年の高齢化率は16.0 %となっている。2020年には23.7%と推計されており、高齢社会から超
高齢社会に入るスピードは速く、2040年には32.3%と推計されている。このような現状に際し、
養老施設（日本の高齢者施設に該当）の建設が進められているが、急な整備数の確保は難しく、
加速する高齢化に追いついていない。養老施設や在宅支援サービスを含む高齢者介護サービスの
総量も増加しなければならないが、高齢化のスピードが極端に早いことから、高齢者対策を管轄
する行政の対応は不十分である。 
中国では戦後、国や企業などが一家族の住居を担保し、住宅を給付する公的住宅の「実物分
配制度」が行われたが、80年代から、市場経済の推進により、土地開発者（デベロッパー）によ
る住宅の商品化に方向転換を図り、その後1998年に全国の都市部で公的住宅の実物分配制度は廃
止され、個人で住宅を購入する仕組みに移行した。本論文では、前者を「給付住宅」、後者を
「商品住宅」と定義した。給付住宅は、70～80年代に建てられた住宅が多く、築年数が経ち建物
・設備器具の老朽化が進んでおり、エレベーターが設置されてない集合住宅が多い。加えて、国
や企業などが福利厚生の一環として建てられたため、居住面積が狭く、室内に段差が多いことか
ら、高齢者が居住するには適していない環境と言える。 
他方、中国ではスケルトン供給が主流になっており、入居者自身が自ら内装工事を行うこと
が一般的である。高齢者が自宅で住み続けられるためには、高齢者自身が高齢期を意識した居住
空間の整備に配慮していくことが、今後重要視されるべきである。 
そこで本研究は、急速な高齢者増の現況にある上海市の高齢者居住に着目し、高齢者が自宅
で住み続けられるための居住空間の構築手法を明らかにすることを目的とする。そして、早急な
対策が必要な高齢者像を導きだし、自宅生活の継続性の要件を考察する。 
研究方法は、上海市集合住宅における高齢者の自宅生活の継続性を探るために、まず、統計
データを用い、上海市の高齢者人口の動向と建設の動向などを分析した。次に、上海市の集合住
宅に住む高齢者を対象に居住空間や生活費を含む生活実態といった生活環境を調査し、回答者の
高齢者を四つのタイプに分類し、その中から最も対策が必要な高齢者像を抽出する。抽出した高
齢者を対象にさらに、高齢者居住の問題点、高齢者が必要としている居住空間のあり方を分析し、
高齢者の自宅における生活の継続性のための要件を整理することを試みる。 
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 本論文は、以下のように構成される。 
 第１章では、本研究の背景と目的を述べる。まず社会的背景を明示するため、先進的な事例で
ある北欧と日本の高齢者居住を支える仕組み、中国の高齢者居住を支える仕組みについてまとめ
る。次に理論的背景を明示するため、既往研究と本研究の位置づけ、本研究の視点についてまと
める。上記をもとに、研究の目的、研究の方法について述べる。 
 第２章では、上海市の高齢者人口の動向、住宅の建設動向などを把握するため、文献、統計資
料等を用い分析を行った。また、上海市の高齢者が自宅生活の継続においての住民を管理する組
織である居民委員会の役割を明確にするために、現地でヒアリング調査を行い、居民委員会の高
齢者居住の継続性に関する役割を考察する。 
 第３章では、上海市の集合住宅に住む高齢者の居住空間や家族、生活費を含む生活実態など生
活環境を調査し、居住継続性に関わる諸要因を抽出して、高齢者が自宅で住み続けられる居住空
間を構築する手法に向けた基礎的な知見を得ることを目的とする。配票調査とヒアリング、実測
調査などから、早急な対策が必要となる高齢者像と住宅タイプを導きだし、居住継続性を担保す
る条件について考察を行った。市場経済の中で自由に購入できる商品住宅と、国家公務員または
企業の従業員を対象とし福利厚生の一環として建てられた給付住宅の生活環境と居住空間は大き
く異なり、給付住宅に住む高齢者において早急な対策が必要であることが明らかとなった。 
 第４章では、第３章の結果をふまえ、上海市の給付住宅に住む高齢者を対象に、居住空間と生
活環境に関する配票調査、ヒアリング、実測調査を行った。これらより高齢者が必要としている
居住のあり方を分析し、今後、高齢者の自宅における生活継続性に対応すべき条件を整理して、
考察を行った。 
 第５章では、第２章から第４章までを総括するとともに、上海市の集合住宅における高齢者の
居住継続性について、その意義と発展性を示した。 
